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 群馬県の結核に関わる保健所職員及び医療機関担当者と連携を深めるために、結核に関連した研修会を開催し

た。また、結核の正しい知識の普及のため、高齢者施設における感染症対策研修会の講師派遣を実施した。今

回、医療機関担当者と連携し、結核患者向け服薬手帳を作成したので報告する。 
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1. はじめに 

(１) 結核の現状 
① 世界の結核と国内の状況 

 結核は季節を問わず、年中発生する感染症である。世界に目を向けると、単一病原体として死亡原因１位は結核

であり、２０１７年時点で結核患者は１０００万人いると推定されている。日本は結核を急速に減少させた対策と

して、国民皆保険制度や結核の公費負担制度等が挙げられる。これらの対策と抗結核薬の開発によって、日本の結

核罹患率は、高蔓延から低まん延まであと１歩と迫っている。しかし、高齢化による結核発病が半分を占めている

現状や外国人労働者の流入による若年者結核発病の課題がある。（図１） 

 

 

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0

2005年2006年2007年2008年2009年2010年2011年2012年2013年2014年2015年2016年2017年

外国出生患者罹患率

（人口10万対）

新登録患者に占める

外国出生患者の割合

年末現在登録者に占める

外国出生患者の割合

罹患率

（人口10万人対）
割合

（%）

図１ 新登録者患者・年末現在登録者に占める外国出生患者の割合（推定含む）

西暦

（年）



 

－ 2 － 

② 結核の課題 

結核に対する関心の薄れが結核の発見の遅れに結び付き、全国の集団感染事例の中に結核が重症化して発見され

る事例が散見される。結核は早期発見することで、入院治療をせずに、通院治療することが可能である。早期発見

につなげるために、保健所は医療機関と連携し、結核の持続的な啓発を続ける必要がある。医療機関は院内感染対

策委員会を設置しており、主に院内感染対策委員の看護師が保健所職員の窓口となっている。 

患者の治療完遂と周囲の感染拡大防止の目的は同じであり、保健所と医療機関が連携することによって、最強の

患者の支援者となる。現在、医療機関の感染管理認定看護師や院内感染対策担当者に声をかけ、当会の研修会参加

をしていただいている。研修会は月１回開催し、結核の最新情報や研修会報告から結核以外の感染症まで、学ぶこ

とができる。 

本県は結核患者が減少している中で、外国出生者の割合が依然として高く、全体の16.8％を占める。また、外国

出生新登録結核患者数は、伊勢崎・太田に続き、前橋・利根沼田・館林・桐生の順に多く、外国人結核患者の偏在

化が顕著である。外国出生新登録結核患数の出生国別割合ではフィリピン、ベトナム、中国、ネパールの順に多い。

（図２） 

 

 

２．目的 

 医療機関の感染管理担当者と研修会を通して、結核の知識の普及啓発に努め、行政担当者と顔の見える連携強化

を図る。また、高齢者施設職員への結核及び感染症対策の研修会の講師派遣を企画し、結核の正しい知識の普及・

啓発を図る。 

 

３．活動内容 

 行政担当者及び医療機関担当者向け研修会を８回開催し、最新の結核対策情報の共有や実際の症例を通して、行
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図２ 外国出生（推定含）新登録患者数－保健所別年次推移
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政担当者のスキルアップや医療機関感染担当者のコミュニケーション強化を図った。（表１） 

 

表１ 研修会実施状況 

開催日 内容 

２０１８年６月２９日 結核関連の臨床検査（薬剤感受性）について 

２０１８年８月２４日 肺結核の特徴的画像所見について 

２０１８年９月２８日 平成３０年度結核予防技術者地区別講習会における最新情報 

２０１８年１１月３０日 県内の結核健康診断受診状況について  

２０１９年１月１８日 風しんの流行状況と疑い事例の対応 

結核研究所保健師・看護師基礎コース参加報告 

「痰について」 

「低栄養結核患者への支援や連携について」 

２０１９年３月１５日 除菌と消毒の違いについて 

「第２４回国際結核セミナー」参加報告 

「第７０回結核予防全国大会」参加報告 

２０１９年５月２４日 入国前結核健診に関するセミナー参加報告 

２０１９年６月２８日 疫学データ解析演習 

２０１９年７月２６日 結核治療における薬剤および薬剤師の役割 

結核患者向け服薬手帳の見直し 

２０１９年８月３１日 「令和元年度結核予防者関東甲信越地区別講習会」参加報告 

複十字病院DOTSカンファレンス参加報告 

結核患者向け服薬手帳見直し 

２０１９年９月２７日 一類感染症患者移送対応訓練の報告 

感染症法における結核対策 解釈と運用 

２０１９年１０月２５日 結核の特徴的な画像所見 

今更聞けない接触者健診 

２０１９年１２月２０日 結核に関するもろもろのルール 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者施設における研修会講師として４回派遣し、施設職員に対して結核の正しい知識の普及と感染対策の重要

性を伝えることができた。（表２） 

表２ 研修会講師派遣状況 

No. 区分 項目 内容 対象者 人数 

１ 特別養護老人ホーム 感染症 施設内感染対策 施設職員 ５０人 

２ 〃 〃 〃 〃 ５０人 

３ 〃 結核・感染症 施設内感染対策・結核対策 〃 １００人 

４ 〃 〃 〃 〃 １００人 

 

また、結核患者は約６カ月に及ぶ長期間の服薬を続ける必要があり、保健所と医療機関は患者に服薬の自己中断

の有無や抗結核薬の副作用に注視しながら、服薬を支援する。今回、結核患者向けに服薬中の注意点や長期間の服

薬を支援するために、医療機関感染担当者の意見を取り入れ、服薬手帳を作成した。医療機関感染担当者の意見を

取り入れ、患者が毎日使用する服薬手帳を楽しく記載できる工夫や痰の検査のコツ、副作用の注意点を確認できる

項目を盛り込んだ。（下図） 

 

 

研修会の様子 
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４．まとめ 

 結核は地域によって抱える課題が異なり、行政担当者の課題解決のための自己研鑽が望まれる。また、最近の多

剤耐性結核症例の増加は、今後の結核対策において重要な課題となることが予想される。結核治療において、適切

な服薬期間及び適切な抗結核薬の服薬である。しかし、これらの課題を行政担当者と医療機関が共有し、お互いの

専門性を活かして、結核対策を進めていきたい。 

今回、抗結核薬の服薬継続を支援するため、結核患者向け服薬手帳を作成し、患者が長期間使用を継続でき、服

薬中の注意事項などを盛り込んだ内容となった。今後も継続的な研修会の開催や専門性を活かした研修会講師の企

画を実施する。 

サポート手帳 


